
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

  

 

令和６年１１月６日  松前町立松前幼稚園 

～様々な経験が心を育む～ 
 

 11月に入り、七五三のお祝いをする子もいるのではないでしょうか。全ての子どもたちの健やかな成長

を願ってやみません。 

さて、10月には運動会や遠足などの大きな行事を経験し、クラスの友達と一緒に過ごす楽しさを一段と

感じています。年長組では、今年も鼓隊に取り組みました。本番では、一人一人が自分の役割を自覚し、

「目標に向かって皆で頑張りたい」という姿が見られました。最初は、みんなと一緒にやり遂げることは

楽しい！という姿よりも、自分のことで精一杯である様子が見られましたが、日々の練習の中で少しずつ

取り組む姿や意識が変わっていきました。子どもたちからは、「お家の人にかっこいいところを見てほしい」

「みんなも頑張っとる」などの言葉が聞かれていましたが、その中でも「自分でこれがやりたいって決め

たから」という言葉が多く聞かれました。鼓隊に取り組む活動過程では、いろいろなパートを何度も試す

という時間があり、「こっちの方がやってみたくなった」「どっちも同じくらいやってみたい」など時間を

かけて真剣に悩み、考え自分で選んでいきました。そのような過程があり、自分でしっかり考えて納得し

て選ぶ経験は、こんなにも子どもたちの心を大きく成長させるのだなと実感しました。 

運動会が終わっても、余韻を楽しむ姿が見られました。鼓隊の楽器や

カラーガードをテラスへ出すと、次々に年中、年少組の子どもたちが「こ

れやってみたい」と集まってきました。年長児は自らリズム打ちや持ち

方を教える姿、年中児たちからは早くも、「ぼくこれがしたい」と来年度

の鼓隊へ期待をもつ姿があり、とても子どもたちの成長を感じています。 

                これからも様々な経験を通して、心も身体も大きく成長できるよう 

一人一人と関わっていきたいと思います。   （文責：福岡 智子） 

うさぎ組

○ 自分の思いを伝えたり友達の思いに気付いたりしながら、イメージを出し合って遊ぶ。 

・ 自分のイメージに合わせて必要な材料を選んだり、方法を考えたりしながら遊ぶ。 

・ 木の葉や木の実を集めたり、それを使って好きなものを作ったりしながら遊ぶ。 

・ 様々な音色やリズムを楽しみながら、簡単な合奏をする。 

 

○ 自分の思いを様々な方法で表現する楽しさを味わう。 

 ・ 友達と一緒にリズムにのったり、役になりきって動きや言葉で表現したりする。 

 ・ 身近な秋の自然物に触れたり遊びに使ったりする。 

  

○ 友達と共通の目的をもち、互いの考え方を取り入れながら遊びや生活を進める。 

・ 想像したことを動きや言葉で表現し、友達と一緒になりきって演じることを楽しむ。 

・ 自分の役割をもち、互いに思いを伝え合いながら踊ったり合奏したりする。 

・ 身近な秋の自然に関心をもち、大きさや形などの特徴を生かして遊ぶ。 

くま組

きりん組

保育のねらいと内容 

～１１月はこんなふうに過ごしたいな～ 

いきいきまさきっこ１１月号 

・ マツボックリ、ドングリ等の秋の自然物がありましたら、子どもたち

の製作等で使用しますのでお持たせください。 


